
たかつき

現在の大阪城

　今回は、高槻藩主永井直清と大
坂城の関わりを紹介します。
　徳川幕府の譜代大名・永井直勝
の息子である直清は、将軍徳川家光
の側近でした。徳川家旗本として活
躍した直清は、寛永10（1633）年、
43歳の時に山城国の神足（こうた
り・京都府長岡京市）で2万石の大名
となりました。これは、「上方（京・大
坂）」での徳川幕府の支配を堅固に
するための政策の一環でした。
　大坂城は幕府の上方での最重要
拠点であり、幕府直轄の「将軍の
城」でした。正保4（1647）年、大坂
城代の阿部正次が死去。幕府上方
支配の現場トップが不在となった事
態に、幕府は直清に大坂城へ随時

赴いて城内の体制を点検するよう命
じています。
　翌年、将軍家光が日光東照宮参
詣で江戸を留守にするため、その間
の非常時に備えた大坂城の警備役
の一人に直清は任命され、9月に新
しい大坂城代が決まるまで務めまし
た。
　この事態の際、直清は「知恵伊
豆」とよばれた松平伊豆守信綱をは
じめ、幕府の老中達と書状をやり取
りし、連絡を密にとりました。働きぶ
りが評価された直清は、慶安2
（1649）年に加増されて、高槻藩3
万6千石の藩主へと栄転しました。
　その後、直清が70歳になった万
治3（1660）年6月に大坂城の煙硝蔵

（火薬庫）が落雷により炎上し、大き
な被害がでました。大坂近隣の大名
に復旧作業が命じられ、直清は老齢
ながらも自ら担当した現場を見回りま
した。
　幕府からの信頼が厚く、京阪間の
要衝の地である高槻を任された直
清にとって、大坂城との関係は深い
ものがありました。

（しろあと歴史館）
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答え

問題

A  エコロジー（生態系）＋ツーリズム（旅行）

Vol.2 「エコツーリズム」の語源は
次のうちどちらでしょうか。

A　エコロジー（生態系）＋ツーリズム（旅行）
B　エコノミー（経済性）＋ツーリズム（旅行）

市では、本市の特徴である豊か
な自然をはじめとしたさまざま
な環境を守り育て、子どもや孫
の世代まで受け継いでいくため、

「たかつき市民環境大学」を開
校。地域の環境保全活動や環境
教育の新たな担い手の育成を
図っています（本誌35ページに
関連記事）。

たかつきの環境を学ぶ
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高槻藩主永井直清と大坂城

解説
エコツーリズムとは、地域ぐ

るみで自然環境や歴史文化な
ど、地域固有の魅力を伝えるこ
とにより、その価値や大切さが
理解され、保全につながってい
くことを目指していく仕組みで
す。この取り組みを進めていくこ
とで、地域社会そのものが活性
化されていくとされています。

2017年に大阪府内で初めて、芥
川の上流部分（塚脇橋以北）が、最も
良好な水質の河川に適用されるAA
類型に指定されました。自然豊かな
芥川には、多くの魚、鳥、昆虫、植物
が生息してい
てハイキング
などを楽しめ
ます。

芥川は大阪ナンバーワンの水質
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